
２０１０・１１

入所者様にチューリップの球根を植えていただいています。
ご家族様と共に土に触れたり、名札にはご自分の名前を書いていただいたりしました。
来春のチューリップの開花がおおいに楽しみとなりました。

　　

７月に入所様が植えたおイモも見事にドッサリ
収穫できました。
どんなおやつになるのかな？
石焼芋イモもいいですネ！

　真剣に聴講してます

　　　　職員同士でロールプレイング中！

広報　第１２ 号

介護老人保健施設　長鶴の郷
〒435－0031　浜松市東区長鶴町２９０
　Tel(053)－423－2700
  Fax(053)－423－2711
　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.nagatsuru.com

在宅復帰、外泊、外出の際には、退所前にご自宅を訪問させていただき、介護方法の相談や提案をさせて頂いており
ます。しかし、実際に在宅生活を送ってみると、予測できなかった問題や時間の経過とともにご利用者様の体力や、ご
家族様を取り巻く環境も変化してくると思います。そういった状況の変化に柔軟に対応できるようこの家族教室を開くこ
とを考えました。

第1回　家族介護教室
・介護保険について　指定居宅介護事業所、岡村美香
・グループワーク

グループワークでは、
・ 自宅での家事が大変（食事など）。主介護者が夫
・ 認知面、身体面で介助量が多く、在宅復帰は考えられない。
・ 排便がゆるく失禁してしまう、
・ 身体能力以上の希望がある。どのように声掛け、対応すれば
　　よいのか
　などのテーマで意見交換を行いました。

第２回　家族介護教室
・身体介護について
　　（食事、排泄、移乗動作）　　　　をテーマに行いました

食事の介助方法をモデルでご説明。
ご参加された方にも体験して頂きました。

外出するとき必要になる車への乗り移り オムツの使用方法をデモンストレーション

家族介護教室　予定

第3回　11月２７（土）
　看護部門より
第４回　12月18日（土）
　認知症について
第５回　1月22日（土）
　　食事について

10：00～11：45
長鶴の郷　会議室に

　
　◎８月３０日（火）
　『認知症ケア研修報告』　　　　介護職員　大村・小柴

 　〇総評として、認知症のケアに正解はなく利用者様と向き合い、
　　　日々考え続ける事こそがプロの態度だという事でした。

　◎９月２８日（火）
　『接遇』　　　　　介護職員　黒木

　 〇講師をお迎えして、接遇とは？ともう一度自分の利用者様への
　　　日頃の対応の見直しができました。これからもマナーにプラス
　　　して相手を思いやり心地よさを感じていただける様皆、努めて
　　　いきたいと思います。

　◎１０月２６日（火）
　『ケアプラン作成勉強会』　　　介護職員　松本
 
   〇1件の事例を基に、より良いケアとは？を各グループ
　　　ごとにまとめ、ケアプランの作成を試みました。
　　　ベテラン、若手と意見交換も活発に行われ、実践でも
　　　生かしていける取り組みでした。

　◎８月２０日（金）
　『接遇研修会』　　　　　　多々良講師を迎えて
〇ご利用者様・ご家族様満足向上のための
　　接遇研修をうけました。
　　相手の気持ちをくみ取る姿勢が重要であり、
　　そのためには、専門技術的サービス提供は
　　もとより、接遇スキルの向上が求められてい
　　る。との講義に皆、真剣な面持ちで聞き入っ
　　ていました。具体的には、電話の応対・表情
　　エクササイズ・言葉づかい・ロールプレイン
　　グ等緊張しながらも、和やかな雰囲気の中で
　　進められました。

「人の世話にはなりたくない」「トイレだけは這ってでも自分で
いきたい」それは誰しもが願っていることです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～発表者の冒頭の一文より
～

１１/２７（土）～１２/３（金）　　９：３０～１７：３０
＜場所＞　長鶴の郷　会議室
＜内容＞　ご利用者様が作成した貼り絵、ぬり絵、巾着袋、レッグウォーマー
など


